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畑作害 虫の微生物的防除

は じ め

天敵微生物 とし て ， 害虫 に病気 を起 こし て死亡 さ せ る

も の に は， 細菌， 糸状菌， ウ イ ル ス ， 線虫， 原生動 物 な

どがあ る 。 こ れ ら の微生 物 を 害虫防除 に利 用 す る考え は

19 世紀の 中 ご ろ か ら み ら れ， そ の後， 防除試験が行われ

て き た 。

天敵微生物 は 自 然界 に 普通 に 存在す る 微生物で あ る た

め ， 人畜， 魚貝 類， 天敵昆虫， 有 用 昆 虫 に 影響が少 な

く ， 抵抗性が発達し に くい 上 に 流行病 を 持続発生 さ せ る

な ど， 有利 な面 が指摘 さ れてい る 。 反面 ， 選択感染が特

徴で 万能型で は ない ， 防除適期 が狭 く ， 散布か ら 死亡 ま

で に 日 数 を 要 す る ， 量産化が困難で 製品 の均一性， 安定

性 に 欠 け る ， な ど短 所 も 多い 。 天敵微生 物利 用 の 実用化

は ， 今後 さ ら に 多 く の 問題 を 解決し な が ら 進 め な け れ ば

な ら ない 。

こ こで は ， 畑作害虫 に利用し てい る 微生物的防除の現

状 の 概要， 実例 と 問題点 を ウ イ ル ス の 利 用 を 中心 に 述

べ， そ の他の病原 に つい て は ま と め て概略 を述べ る 。 さ

ら に 今後の方向 に つい て も 述べ たい 。

I ウイルス微生物的 防除の現状

害虫防除 に 利 用 す る 目 的で 研究 さ れ てい る ウ イ ル ス

は ， 核 多 角 体病 ウ イ ル ス (N PV ) と 頼粒病 ウ イ ル ス

(GV ) の Baculovirus が 中心で ， ほ か にReoviridae の細

胞質多 角体病 ウ イ ル ス (CPV ) や Poxviridae の昆虫 ポ ツ

ク ス ウ イ ル ス が あ る 。 ウ イ ル ス は 人工培地で 培養で き な

い た め ， ウ イ ル ス を 生産 す る 上で 大 き な 障害 と な っ てい

る 。

天敵 ウ イ ル ス によ る 害虫防除 の 試 み は . 1913 年 に ア ル

フア ル ファ園 場 に 病死虫 の懸濁液 を 散布す る こ と に始 ま

り ， ヨ ー ロ ッ パ ， カ ナ ダで 森林害虫 を 対 象 に 試験 さ れ

た 。 日 本 に おい て は . 1961 年 に マ ツ カ レ ハ の 防除 に CPV

が利 用 さ れた の を初 め ， ハ スモ ン ヨ ト ウ ， ヨ ト ウ ガ， ア
ワ ヨ ト ウ ， シ ロモ ン ヤ ガ， シ ロ イチモ ジ ヨ ト ウ が畑作害

虫で 研究が行わ れ， 多 く は 実用 的 に 実施可能 な レ ベ ル に

あ る 。 次 に ， 主 な 試験の 実施状況 を 述べ る 。

1 J、スモ ンヨ ト ウ

本種 は ， 夏か ら 秋 に 多発生し ， 多 く の 作物で 被害が甚
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大 と な る 。 本種 は合成薬剤 に 対し て感受性が低 く ， 特 に

老齢幼虫 に対す る 防除効果 は著し く 低い 。 さ ら に 同一薬

剤の連用で は ， 抵抗性の発達が著し く ， 薬剤以 外 の 防除

法の 開発が要望 さ れてい た 。 岡 田 (1977) は ， 核多角体

病 ウ イJレ ス を利用し た 防除法 を 確立し た ( 図 1 ) 。
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図 - 1 S INPV の ハス モ ンヨ ト ウ 若齢及 び中齢幼虫防除
試験の効果持続圃場試験 ( 岡 田 ， 1994) 
0 : 若齢 S INPV 区， ・ : 中齢 S INPV 区， ム : 中
齢 MEP 区， 口 : 中 齢 対 照 区， 一一ー一 : 死亡率
(%) ，  一一一 : 幼虫 密度 (%) ， S INPV 区 : 1 x  10 " 
多角体/10a， MEP 区 : 成分量50 g/10a ， 対照 区 :
水散布 .

図 - 2 ハ ス モ ン ヨ ト ウ 核多角 体病 ウ イ ル ス に よ る 防除の
フ ロ ー チ ャ ー ト ( 田 中， 1994) 
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鹿児 島県で は ， こ れ ら の 方法 を農林水産省植物防疫課

の 高度防除技術確立事業で 1984�86 年 に ， 高度防除技術

利用促進事業で 1987�88 年 に 導入し ， ハ スモ ン ヨ ト ウ 核

多 角体病 ウ イ ル ス( S IN PV ) の大量増殖 と 地上防除， 航

空防除の一連の 防除試験 を実 施し た(圏一2) 。 ま た ， 農家

へ ウ イ ル ス を配布し て ， ダ イ ズ闘 場 を 中心 に ， 一部で は

施設イチ ゴ に おい て も 防除の実 用性 を検討し た( MAKINO

et al. ， 1987) 。

ダイ ズ 圃場 に お け る 試験 は ， 1984�1986 年 に ， 散布濃

度 ・ 液量 と 防除効果 の 関係 を調査し た 。 10a 当 た り の ウ

イ ル ス 多角体散布量 は ， 1984 年 は 39 病死虫分， 85 年 は

26 病死虫分， 86 年 は 13 病死虫分 とし た 。 散布液量 は，

航空機散布 は 1ha 当 た り5 �30 ! ， 地上 ミ ス ト 散布 は 10a

当 た り 10�20 ! とし た 。

ウ イ ル ス によ る ハ スモ ン ヨ ト ウ 防除効果 は ， 航空機散

布よ り 地上 ミ ス ト 散布の ほう が常 に 高 か っ た 。 特 に 1985

年 は 多発生で あ っ た が， ウイ ル ス の ミ ス ト 散布 は 1回 の

散布で ハ スモ ン ヨ ト ウ の 発生 を 完 全 に抑 制し た( 表 -

1) 。 航空機散布の効果が比較し て 低い の は ， ハ スモ ン ヨ

ト ウ の若齢幼虫 は ダイ ズ の葉裏 を食害す る が， こ の散布

で は散布液が葉裏 や株内部へ付着す る こ と が少ない た め

と考え ら れた 。

1985 �88 年 に ，各 普及所 か ら ウ イ ル ス 利 用 の希望 を取

り ， 85 年 は 87ha， 86 年 は 121ha， 87 年 は 109ha， 88 年

は 1 12ha 分 を配布し ， ダ イ ズ を 主体 とし て サ ツ マ イモ や

サ トイモ に も 使用し た 。 散布機具 は動 力噴霧 機が多 か っ

た が， 一部で は カ ー ペ ッ ト ス プ レ ヤ ー や ミ ス ト 機が使用

さ れ た 。 ウ イ ル ス を 利 用し た 農家 へ の ア ン ケ ー ト 調査

表 - 1 天敵 ウ イ ル ス に よ るハス モンヨト ウ 防除効果 ( 田 中， 1994)

9 月 10 9 月 13 9 月 17 9 月 24 9 月 28 10 月 3
区 項目 日 散 布 日 散布 日 散布 日 散布 日 散 布 日 散 布

前 日 3 日 後 7 日 後 14 日 後 18 日 後 27 日 後

若齢 5 67 。 。
ミ ス ト 散布 I 中齢 34 7 。 。
OO I/lOa) 老齢 。 8 30 5 。 1 

合計 。 8 69 (40) 79 。 1 

若齢 21  7 。 。
ミ ス 卜 散布 II 中 鈴 34 7 。 。
(20 l/lOa) 老齢 l 8 18 8 。 l 

合計 1 8 73 (9) 22 。 1 

若齢 5 2 150 17 
中齢 90 14 51  49 

無 散 布
老齢 15 8 49 15 24 6 
合計 15 8 144 (0) 31 225 72 

で ， 85 年 は 77% ， 86 年 は 74% ， 87 年 は 84% の 農家 が

「効果 が高 か っ た ， 効果 が あ っ たj と 答 え てい る( 表 -

2) 。

薬剤防除が困難 な ハ スモ ン ヨ ト ウ に 対し て ， 核多角体

病 ウイ ル ス は効果が高い が， 農薬登録がない た め ， 現在

使用で き ない 。

2 シ ロ イ チ モ ジヨ ト ウ

近年西 日 本 を 中心 に 発生分布 を 拡大し てい る シ ロ イチ

モ ジ ヨ ト ウ は ， 有効薬剤が少 な く ， 防除の困難な害虫で

あ る 。 そ こで ， 地域重要新技術開発促進事業 とし て ， 大

分， 長崎， 鹿児 島 の 3県で ， 1990�92 年 に 「 広食性新発

生害虫 シ ロ イチモ ジ ヨ ト ウ の発生生態 の解明 と 総合防除

技術の確立」 を実 施し た 。 生物的防除法の確立 の 中で ，

大分県 は 糸状菌， 鹿児 島県 は核多角体病 ウ イ ル ス に つい

て 分担研究し た 。 大分県で実 施し た ネ ギ の 本虫 に対す る

Paeci!omyces ルmosoroseus の効果 は認 め ら れた が， 被害

を 防止す る まで に は至 ら な か っ た 。

鹿児 島県 の葉 ネ ギ に お け る シ ロ イチモ ジ ヨ ト ウ 核多角

体病 ウ イ ル ス( SeN PV ) は ， 1 X 107 個1m! 以上 の濃 度

で ， シ ロ イチモ ジ ヨ ト ウ に 対し て 防 除効果 が高 か っ た

( 表-3) 。 近紫外線カ ッ ト フ ィ ル ム や ホ ワ イ ト カ ー ボ ン に

よ る ウ イ ル ス 失活防止効果 は 認 め ら れ な か っ た 。

広島県 や滋賀県で もN PV が高い 病原性 を も ち ， 野外

で も 高い 防除効果 を認め てい る( 林 ら ， 1989 ; 近藤 ら ，

1993) 。

3 ヨ ト ウ ガ

ハ スモ ン ヨ ト ウ に対す るN PV と 同様， ヨ ト ウ ガ に 対

し て MbN PV の 散布 によ っ て 高い 防除効果 が期 待 さ れ

る( 岡 田， 1992) 。 第一世代 に対す る 防除試験 は キヌ サ ヤ

エ ン ド ウ圏 場で ， ふ化がみ ら れ な く な る 3�4 日 前， 5X 

1Q6/m! を 20 ! /10a ミ ス ト 散布し た 。 散布後 7 日 か ら ウ

イ ル ス 死亡 個体が観察 さ れ， 18 日 後の死亡 率 は 99% に 達

し ， 完全 に 防除で き た 。 第二世代 に対す る 防除試験 は キ

表 - 2 農家 に配滞し た ウ イ ル ス のハ ス モン ヨ ト ウ 防除効果 ア ン ケ
ー ト 調査結果 0985 年) ( 田 中， 1994) 

通常散布 ミス ト 都府 防除効果

80 1 100 1 120�150 1 10 1 20 1 。 O × フ

9 月 8�10 臼 l 5 2 1 7 2 
9 月 1 l�13 日 3 4 2 2 2 9 l 3 
9 月 14�16 日 l I 
9 月 17�19 日 4 2 l 3 l 3 

合計 4 13 6 3 4 19 4 7 
(%) (77) (23) (64) ( 13) (0) (23) 

2 X 10 "多角 体/10a， 調査地 点、3 か所 30 株， 生息幼虫数の合計 ③:効果 が高 か っ た ， 0 効果 があっ た x 効 果 が低 か っ
値， ( ) は病 死虫数 た 効果がわ か ら な か っ た
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ャ ベ ツ 及びハ ク サ イ 圃場で 実施 さ れた。 ふ化盛期 前半の

10 月5 日 と 15 日 の 2 回， 3 X 105 多 角体1m ! ， 1 X 106 多

角 体1m! 及 び 3X 106 多 角 体1m! を い ず れ も 200 1110a 

散布し た 。 2 回 目 散布の 数 日 後 まで は 幼虫密度 は上昇期

に あ っ た た め ， 1回 目 散布後幼虫密度 は上昇し た が， ウ イ

ル ス 死亡 個体が発生し 始 め る と ， 幼虫密度 は減少し 始 め

た 。 最終的 な死亡 率 は低濃度 区 か ら 順 に 96%， 99%及び

99% と な っ た ( 図 3) 0 1 x WS 多 角 体1m! 以 上 の散布 区 は

外葉 に 被害痕 は み ら れ た が， 結球 部 に は 被害 は な か っ

た 。 3 x 105 多角体1m! 区 は死亡 率 は 高か っ た が， 13%の

結球 に被害が認め ら れ， こ れ ら は現在の 日本 の市場制度

か ら は商品価値 は な い と み ら れた 。 遅効的 な ウ イ ノレ ス に

よ る 害虫防除で は， 散布か ら 死亡 す る まで に 10 日 程度 を

要し ， 遅効的で あ る た め ， キ ャ ベ ツ や ハ ク サ イ の葉への

表 - 3 4 齢幼虫 に対す る 核多角 体病 ウ イ ル ス の 防除効果 (平成 2
年， 鹿児島県)

核多角 移 し 換
個 体飼 ウ イ ル ス 添食開始後の 累 積 死亡数

体濃度 え時 脱
育 され

(1m 1 皮 の有
た頭数 3 日 後 5 日 後 6 日 後 7 日 後 8 日 後

1 1
後

日
当 た り ) 無 1)

脱皮 17 。 1 1 l 1 

1 x 10' 
未脱皮 19 。 2 2 3 4 6 
補正死 。 5 . 1  l . 6  4 . 6  4 . 1  10 . 2  

亡率

脱皮 13 。 1 1 8 8 1 1  

1X 10' 
米脱皮 22 1 2 7 10 10 13 
補正死 2 . 9  5 . 4  17 . 3  47 . 9  45 . 9  65 . 0  

亡率

脱皮 15 。 3 7 9 1 1  13  

1 x 10' 
来脱皮 24 2 2 8 15  20  22  
補正死 5 . 1  9 . 7  34 . 0  58 . 7  77 . 2  88 . 5  
亡率

脱皮 13 。 1 9 13  13 
来脱皮 22 。 3 16  20 22 

1X 10' 
補正死 。 8 . 3  69 . 3  93 . 9  100 

亡率

脱皮 21  1 8 18 19 21  
未脱皮 13 l 1 13  13 13 

1X10' 
補正死 5 . 9  23 . 9  90 . 6  93 . 7  100 

亡率

脱皮 + 59 。 2 4 4 6 6 
無処理 来脱皮

死亡率 3 . 4  6 . 8  6 . 8  10 . 2  10 . 2  

室内 検定
1)接種個 体数は無処理 区が 65 頭， そ の他の処理 区が 40 頭， 個体

飼育 に 移す際 に 5 齢 に 脱皮 し てい る 個 体 と 4 齢の ま ま の 個 体 に分
けて調査 し た.

一一一 13

直接害 を与え る 害虫 に対す る 利用 は 困難 と考え ら れて い

た 。 し かし ， 害虫 と 天敵 の 発生 ， 天敵の 寄生状況 を正 確

に 把握し ， 自 然生 態系 の 制御 力 が不十分 な 時期 を 明確 に

し て ， 特異的 な作用で 手助 け を す る こ と によ っ て ， 害虫

を 完全 に 防除で き た 事例で あ る ( 岡 田 ， 1992) 。

4 モ ン シ ロ チョ ウ

日本 に 分布す るモ ン シ ロ チ ョ ウ に穎 粒病 ウ イ ル ス を利

用 す る 試み は， 阿久津 (1971) によ っ て 行わ れた。 穎 粒

病 ウ イ ル ス を散布し た キ ャ ベ ツ に 産 み付 け ら れた 卵 は ，

ふ化し て か ら 6�8 日 後 に 2 齢 ま た は 3 齢で 最 も 多 く 死

亡し ， 葉の表 ・ 裏両面 に 散布し た ほう が死亡 す る 齢が早

か っ た 。 キ ャ ベ ツ 畑 の散布試験で は， 権 病虫 の 発生 によ

り 虫数 は 激減し ， 被害度 も 無散布 と 比較し て 明 ら か に 低

か っ た (表- 4) 。 ま た ， 頼粒病 ウ イ ル ス と 殺虫 剤 の混合散

布で は， 殺虫剤の効力 が失わ れた 後で も ， 頼粒病 ウ イ ル

ス の感染力 が保持 さ れ て い て ， 虫 の 密度 を 低 く抑 え る 効

果が認め ら れた と いう 。

表 - 4 頼粒病 ウ イ ル ス の 慢病幼虫 磨砕液 を 散布 し た キ ャ ベツ畑
に おける モ ン シ ロ チ ョ ウ の 感染と 被害 (阿久津， 1971)  

処 理 ウ イ ル ス 散布 対照 (無散布)

散布後の調査 日 6 日 12 日 6 日 12 日

健全幼虫数 18 2 98 1 7  
ウ イ ル ス 擢病幼虫数 68 35 19 17 
健全 嫡数 3 7 5 31  
ウ イ ル ス 擢病 嫡数 。 。 。 2 
全 ウ イ ノレ ス 権病率 (%) 78 . 3  79 . 5  15 . 6  28 . 4  
被害度 (%) 44 . 0  39 . 0  7l . 5  74 . 5  

頼粒病 ウ イ ル ス は 10a 当 た り 5 齢幼虫 80 頭 の 磨砕液 を 100 1 
の割合で小型動力噴霧器丸山式 4型3 連ピ ス ト ン， 35 kg/cm2 を
使用 し散布 し た . 調査は 3 齢以上の幼虫を対象 と し た .
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図 - 3 MbNPV に よ る キ ャ ベツ園場の ヨ ト ウ ガ防除試験
(岡 田， 1994) 
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5 シ ロ モ ンヤガ

シ ロ モ ン ヤ ガ の核多角体病 ウ イ ル ス に つい て は ， 岡 田

( 1977) によ り 報告があ り ， 核多 角体病 ウ イ ル ス ， 頼粒病

ウ イ ル ス の封 入体や ウ イ ル ス 粒子の形態 に 関し て後藤 ら

( 1985) が報告し てい る 。 ま た ， 両 ウ イ ノレ ス の幼虫の感染

や 温度 に 対 す る 感受性 に つい て も 報告 が あ る( GOTO，

1990) 。

6 カ ブラヤガ

カ ブ ラ ヤ ガ の細胞質多角体病 ウ イ ル ス( CPV ) の ウ イ

ル ス 感受性や濃度 に つい て は ， YASUDOMI et al . ，  1980) の

報告が あ る 。

7 コ ナ ガ

コ ナ ガ の頼粒病 ウ イ ル ス に つい て は ， 浅 山( 1985) に

よ り 流行 と 形態 に つい て 報告 さ れた 。 愛知県で は， 1968 

年 に キ ャ ベ ツ 圃場で 50%以 上の幼虫が擢病し ， 24 日 後の

調査で生 息密度 は 1/100 に 激減し た 。 そ の後， 3 年間の本

病の発生実態調査で は冬 季 に 低 く ， 初 夏 に高い 傾向がみ

ら れた 。 コ ナ ガ の穎 粒病 ウ イ ル ス は ， 前述し た モ ン シ ロ

チ ョ ウ の頼粒病 ウ イ ル スで み ら れた と 同様， 農薬散布 に

よ り 誘発作用 が認め ら れた 。 本 病 も生 物的防除 に有効 と

考 え ら れ る が， 試験例 は ないようで あ る 。

E そ の他の病原によ る 微生物的防除の現状

1 細菌
昆虫 に 対し て病原性 を 示す細菌 とし て は， Bacillus 属

が中心で ， 1940 年代 に ， B. ρopilliae によ る コ ガ ネ ム シ幼

虫 の 防除 に 使 用 さ れ た 。 続い て 1960 年 に B.

thuringiensis が製剤化 さ れ， 現在で は こ の BT 剤 は 多 く

の 国で 野菜， 果樹， 森林な ど の害虫防除 に使用 さ れ てい

る 。

日本で は， 1960 年後半か ら 試験 さ れ， カ イ コ に対す る

問題， 品質管理面 な ど か ら 使用許可 まで に 年数がか か っ

た が， 1982 年 BT 剤 とし て使用 さ れ始 め た 。 現在， 我が

国で ， BT 剤 は ト ア ロ ーCT， パ シ レ ツ ク ス ， チュー リ サ

イド ， セ レ ク ト ジ ン ， ダ イ ポー ルが製品 とし て販売 さ れ

てい る 。

こ れ ら の微生物殺虫剤 とし て 実用化 さ れてい る の は す

べ て 芽胞細菌で ， 細菌が昆 虫 に 病原性 を 示す に は ， 二つ

の タ イ プが あ る 。 一 つ は ， 細菌の産生す る 毒素 によ る も

の ， もう 一 つ は ， 細菌が見虫の体内で 増殖し ， 敗血症 を

起こ さ せ る 場合で あ る 。 細菌が感染す る の は ， 多 く の場

合， 幼虫期 に 経 口 的 に 細 菌 が生体内 に 入 っ た 場合で あ

る 。 こ の芽胞細菌は， 量産が可能で ， 安定性が高 く ， 安

全性が高い 上 に 防除効果が み ら れ る 。

BT 剤 は ， 現在 日本 植物防疫協会で 試験 中 の 剤 も 多

く ， 鱗麹 目 害虫以外の 害虫 に も 殺虫活性の あ る亜 種 も 発

見 さ れて お り ， 今後 さ ら に利用拡大 す る と 考 え ら れ る 。

し かし ， 大阪 の コ ナ ガで 認 め ら れ たよう に( 田 中 ら ，

1991) ， 抵抗性 の 問題 は 今後の大 き な 課題で あ ろう 。

2 糸状菌
現在， 日本 に おい て 害虫防除 に 実用 的 に 利 用 さ れ てい

る 糸状菌 は ない が， 日本で は 古 く か ら ， マ ツ カ レ ハ の 防

除 に 白 きょう 病菌( Beauveria bassianα) ， コ ガ ネ ム シ類

や ハ パチ 類 に 対 す る Paecilomyces kogane と Metar

hizium sp. の利用研究が行わ れ た 。 近年 は ， ア ブ ラ ム シ

類， コ ナ ジ ラ ミ 類及 び ダ ニ 類 に Verticilium lecanii， コ

ガ ネ ム シ類 に B. broη�gniartii 及 び M. anisoPliae な ど

の 利 用 が 試 み ら れ てい る( 松 井 ら ， 1985 : 藤 家 ら ，

1993) 。

糸状菌 は 昆 虫 の体表面 に 付着し た 分生子が発芽し ， 発

芽管が表皮 を貫 通し て体腔 内 に 侵入す る 。 侵入後， 円筒

状 に 分断 さ れた短い 菌糸が出芽 あ るい は 分裂 を繰 り 返し

な が ら 体液 中で 増殖し ， 各 組織 ， 器官 に 侵入し て 栄養分

を奪 取す る 。

糸状菌の 多 く は ， そ の効果の発現 に 適 当 な 温度 と 湿度

が必要で あ る た め ， 水 田 作物， 施設内作物 な ど の 害虫，

土壊 害虫 な どへの利用が有利で あ る( 岡 田， 1994) 。 我が

国の湿潤 な 気候で は ， 糸状菌病の死亡 率 は高 く な る と 考

え ら れ， 今後有望 な 防除手段 に な る 可能性が高い 。

愛知 県下水田跡 の ダイ ズで ハ ス モ ン ヨ ト ウ に緑 きょう

病( Nomuraea rileyi) が発生し ， そ の死亡 率 は 平均 43%

に 達し た 。 水 田 に夕、 イ ズ を栽培し た こ とで ， 発生し た ハ

ス モ ン ヨ ト ウ に緑 きょう 病が発生し た と 考 え ら れ， 本 菌

の存在 は害虫管理の一環 とし て 検討 に値 す る( 浅 山 ら ，

1980) 。

大 分で は 室 内 試 験で コ ナ ガ 幼 虫 に Paecilomyces

ルmosoroseus の病原性が高いこ と を 明 ら か にし ， 圃場試

験で は処理後の気象条件が整 え ば防除効果が上が る と 考

え ら れた( 加藤 ら ， 1991) 。 ま た ， 鹿児島で は， キ ャ ベ ツ

の 周 年栽培地域 に お け る コ ナ ガ の 発生 消長 の 中で ， 6 月

の密度減少 は， 糸状菌類( Eηnia radicans と Conidiobolus

coronatus) によ る 影響 が 大 きい と 考 え ら れ， 死亡 率 は

30�40% に 達し た (村田 ら ， 1992) ( 表一5) 。 コ ナ ガ は 薬

剤抵抗性の発達が顕著 な難防除害虫 の一つで ， 薬剤防除

だ けで は な く ， 今後多 く の 防除方法 と 組み合わせ た 総合

的 な 防除体系 が必要で あ る( 田 中 ら ， 1990) 。 そ の 防除方

法 の 一 つ に 微生 物的 防 除 も 当 然 取 り 入 れ ら れ るで あ ろ

つ 。

3 原生動物

害虫防除 に利用で き る の は微胞子虫類で あ る 。 微胞子
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表 - 5 1991 年春期の 糸状菌 に よ る コ ナ ガの 死亡 (村田 ら ， 1992) 

6 月 3 日 6 月 10 日 6 月 17 日 6 月 25 日
臨場
No . 総 個 死亡率 総 個 死亡率 総 個 死亡率 総 個 死亡率

体数 (%) 体数 (%) 体数 (%) 体数 (%) 

1 97 39 . 2  1 8  61 . 1  28 92 . 9  。 。
2 185 33 . 5  1 16 20 . 7  1 1 4  70 . 2  2 。
3 95 58 . 9  32 50 . 0  39 17 . 9  収穫終了
4 35 2 . 9  48 6 . 3  216  6 . 5  H 

5 欠 測 96 44 . 8  42 。
平均 103 38 . 1  62 31 . 3 87 . 8  28 . 9  

総 個 体数 : 10 株当 た り 幼虫数 . 死亡率 : 糸状菌 に よ る 死亡率

虫 は感染か ら 死亡 まで の期 聞が長い ので ， 短期 的 な害虫

防除 に は不向 きで あ り ， 我が国で は 害虫防除 に利用 さ れ

たこ と は ない 。 微胞子虫病の 中 に カ イ コ に 発生す る も の

が存在す る た め ， こ れ ら の利用 に は ， 養蚕業 と の 関係で

カ イ コ に 影響の ないこ と が条件 と な る ( 国見， 1990) 。

ア メ リ カ 西 部 の 放牧 地で 大 発 生 す る バ ッ タ 類 に ，

N oloc という Nosema locastae の 微生 物 農 薬 が使 用 さ

れてい る 。 ま た ， 畑作や 果樹の鱗麹 目 害虫 に 病原カ が強

い 微胞子虫 VairÏ1仰orþha necatrix が発見 さ れ， 0 . 1 エ ー

カー ほ ど の畑で 行 っ た 小規模 な 試験で は， 良好な結果で

あ っ た 。 畑地 に お け る 微胞子虫 の疫学 は 今後 に 残 さ れた

課題で あ る (渡辺， 1988) 。

4 線虫

害 虫 防 除 用 に 研 究 さ れ てい る 線 虫 は ， 主 に

Steinernema 属 と Heterorhabditis 属で あ る 。 昆虫寄生性

線虫 Steinernema caゆocapsae( 導入系統 と 土着系統) ， 

S. j訟が'ae 導入) ， S. glaseri ( 導入) ， S. kushidai (土

着) ， Heterorhabditis bacteriophora ( 導入) な ど に つい て

研究が進め ら れてい る 。

線虫類 は宿主探索能力 が あ り ， 効果 の発現が早い な ど

の特徴が あ る 。 線虫 によ る 害虫防除効果 は線虫 の種類 ・

系統 と 害 虫 の 種 類 ・ 発育 ス テ ー ジ によ っ て 大 き く 異 な

る 。 静岡県 の サ ツ マ イ モ 園 場 の 土壌 か ら 検 出 さ れ た S

kushidai は コ ガ ネ ム シ類 に 病原性が高い 上 に ， 生 存期 間

が長 く ， 野外の土壌条件下で越冬し ， 少 な く と も 2 年聞

は病原性が持続す る な ど， 良い 特徴 を 持 つ 。 畑作害虫 と

し て の コ ガ ネ ム シ 類 に 対す る 防除試験で も 効果が認 め ら

れてい る (上回 ら ， 1989 ; 大矢 ら ， 1992) 。 ま た ， 佐賀大

学の石橋 ら の グル ー プで 研究 さ れた 「有用線虫 によ る 病

害虫総合防除法 の 開発J( 1990) や， r有用線虫の探索 と

そ の 大量生産 な ら び に 施用 法 の シ ス テ ム 化J (1993) で

も ， 畑作関係 に つい て の 多 く の試験成果が報告 さ れ てい

る 。

皿 我が固 に お け る 微生物農薬の現状 と 展望

我が国で 現在登録の あ る 畑作物 の 微生物農薬 は 12 剤

知 ら れて お り ， そ の 内訳 は ， 細菌 と 糸状菌 によ る 病害防

除剤がそ れ ぞれ 1 剤， 糸状菌， 線虫 によ る 害虫防除剤が

そ れぞれ 1 剤 あ り ， ほ か は細菌 によ る 害虫防除剤で ， す

べて BT 剤で あ る ( 岡 田 ， 私信) 。

一方， 現在， 日本 植物防疫協会で実 施し てい る 農薬委

託試験で ， 生物農薬 のう ち ， 微生物資材の試験 は年々 増

加し てい る 。 平成 6 年度 の微生物資材の畑作害虫関係供

試薬剤 は 14 剤， 103 件 に も 達し てい る が， 内容的 に は そ

の大部分 は BT 剤で ， そ の 他 の 資 材 は ご く わ ず かで あ

る 。

ま た ， 生物農薬の 登録 に つい て は ， 今 まで 多 く の事業

で 有効性の認め ら れた 生物資材 によ る も の が多 く ， 登録

の要望が強 く な っ てい る 。 農薬検査所で は ， 大学， 農林

水産省， 厚生省 の研究機関の専門家 によ る 「微生物農薬

ガ イ ド ラ イ ン検討委員会J を 作 っ て ， 微生物農薬 の た め

の ガ イ ド ラ イ ン の 策 定 作 業 を 進 め てい る ( 岡 田 ，

1993) 。 実 用化面で の進展 を期 待し てい る が， 生物農薬

は ， 生産 の 困難性 の ほ か， 散布適期 の 把握 が重 要で あ

り ， 他の病害虫 と の 同時防除や体系 的防除への組み入れ

方法な ど， 今 まで の 合成農薬以上 に 使用 上 の注意事項が

多 く な る と 考 え ら れ る 。 使 用 者 の 意識 を 高 め る と と も

に ， そ れ を育 て る 社会， 行政， 研究， 普及一体 と な っ た

取 り 組みが必要で あ る 。 登録剤 と な っ て も ， 使用方法，

効果の判 断 を 正し く 行い ， 生物微生 物資材の評価 を誤 ら

ないよう な 注意が必要で あ る 。

お わ り に

以上述べたよう に ， 畑作物害虫防除の 中で ， 微生物資

材 を利用し た 多 く の 試験が実 施 さ れ るよう に な っ た 。 細

菌 は今後各種害虫 に 有効 な 菌株の探索や ， 遺伝子操作等

で 改良し た 製剤化 も 進 め ら れ るで あ ろう 。 ウ イ ル ス は ，

ここ に あ げた ほ か に も ， ア ワ ヨ ト ウ ， ガ ン マ キ ン ウ ワ パ

な ど多 く の畑作害虫で 利用 法の研究が行わ れてい る 。 糸

状菌 は 日 本で の利用 は 可能性が高い と 思 わ れ るし ， 施設

内で の利用 の ほ か， 土壌害虫 な どへの利用 は 今後有望 と

考 え ら れ る 。 線虫 の利 用 は ， 現在防除方法 に 困 っ てい る

土壌害虫 に 広 く 使用で き る 可能性が聞かれて お り ， 永続

的な利用法 を 含 め て早急な実 用化が望 ま れ てい る 。 原生

動物の Nosema に つい て は ， 我が国で の研究 は ほ と ん ど

ない が， 経卵伝達 によ っ て 次世代 に 伝播 さ れ る ので ， 単

一作物地帯で は長期 的 な 防除資材 と な り そうで あ る 。

ま た ， 今後， 2 種以上の混用， 農薬 と の混用 も 考慮 さ れ

一一一 15 一一一



464 植 物 防 疫 第 48巻 第 11号(1994年)

る と 思わ れ， パ イ テ ク 利用 によ る 改良 ・ 育種， 微生物の

失活防止， 病原性強化物質 の探索 な ど と と も に ， 微生物

の環境 に お け る 適合性， 定着性， 伝播性 を 高 め る 研究 も

必要で あ る 。 一刻で も 早 く ， 多 く の微生物資材の農薬が

実用化 さ れ る こ と を期 待し てい る 。
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発行

日 本植物防疫協会 「昆虫の飼育法」

湯嶋 健 ・ 釜野静也 ・ 玉木佳 男 共編

収録種 (項 目 ) 数 1 26 種

B 5 判 400 ペ ー ジ

定価 12 ， 000 円 (本体 11 ， 650 円 ) 送料サ ー ビ ス

昆 虫 の 飼育法 に つ い て ， 実 際 に 飼育 に 従事 さ れ て い る 方

に ， 独特の コ ツ を 含 め て 詳述 し て い た だ い た 。 総論で は ， 共

通性 の あ る ， 餌 の 種類/人工飼料 の 調整/飼育虫 の 病気対

策/虫質 管理/飼育環境/飼育施設/飼育計画 と 作業計画

な ど を ， 各論で は ， 126 種 (項 目 ) の 虫 に つ き ， 材料の採集/

餌/飼育法/作業計画/注意事項 と 問題点/参考文献 な ど

を 詳述。 付録 に ， ビ タ ミ ン混合 と そ の作 り 方， 無機塩混合物

と そ の作 り 方， 昆虫用市販人工飼料 リ ス ト を 付す。

く お 申 し込み は 前金 (現金書留 ・ 郵便振替) で本会 ま で〉
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